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エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
役
割
が
大
き
い

が
、
県
民
や
事
業
者
の
支
援
を
進

め
る
た
め
に
も
県
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
。
現
在
の
原
発

や
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
の
か
。
そ
し
て
、

今
後
の
本
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

電
力
安
定
供
給
の
た
め
、
蓄

電
池
や
系
統
と
の
連
携
、
多

様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
な
ど

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
施
策
の
展
開

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
的
利
用
と
脱
炭
素
化

と
の
両
立
に
向
け
、
徹
底
し
た
省

エ
ネ
や
再
エ
ネ
の
導
入
促
進
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
な
ど
を
一

体
的
に
進
め
て
い
く
。

少
子
化
に
よ
る
部
活
動
存
続

危
機
や
教
員
負
担
軽
減
な
ど

の
課
題
解
決
の
た
め
、
部
活
動
指

導
を
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
へ
委
ね

る
地
域
移
行
が
国
の
有
識
者
会
議

で
提
言
さ
れ
た
。
提
言
で
は
来
年

度
か
ら
改
革
集
中
期
間
と
な
り
、

２
０
２
５
年
度
末
ま
で
の
達
成
を

目
標
と
す
る
。
県
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に

向
け
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

白
岡
市
、
今
年
度
か
ら
戸
田
市
で

実
践
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
や

課
題
に
つ
い
て
他
の
市
町
村
に
も

情
報
提
供
し
て
い
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
庁
内
に
「
部
活

動
地
域
移
行
推
進
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
円
滑
な
地
域
移
行
に
向

け
て
取
り
組
む
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
、
飲
食
店
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
自
粛
要
請
を
疑
問

に
思
う
方
も
多
く
い
る
。
こ
れ
ま

で
蓄
積
さ
れ
た
多
く
の
感
染
症
デ

ー
タ
か
ら
、
自
粛
の
有
無
に
よ
り

感
染
者
数
や
死
亡
者
数
に
何
名
の

差
が
出
る
と
い
っ
た
数
字
的
根
拠

に
基
づ
い
た
自
粛
要
請
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

感
染
症
拡
大
防
止
に
デ
ー
タ

の
蓄
積
と
活
用
は
重
要
だ

が
、
数
字
の
み
で
感
染
状
況
を
想

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
自
粛
要

請
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
や
社
会
の
状
況
、
専
門
家

の
ご
意
見
や
変
異
株
の
特
性
な
ど

最
新
の
情
報
も
併
せ
、
国
策
定
の

基
本
的
対
処
方
針
を
踏
ま
え
総
合

的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
工
呼
吸
器
な
ど
が
必
要
な

重
い
難
病
患
者
の
方
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
家
族
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
べ
き
。

知
事
公
約
に
あ
る
「
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
」の
一
事
例
と
し
て
、

支
援
強
化
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。ま
た
、患
者
と
そ
の
家
族
が
よ

り
安
心
で
き
る
よ
う
一
時
入
院
を

受
け
入
れ
る
病
院
を
増
や
す
べ
き
。

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き

な
い
児
童
な
ど
も
多
く
、
母
親
に

負
担
が
集
中
し
て
い
る
。
県
立
特

別
支
援
学
校
へ
の
支
援
体
制
を
充

実
し
、
付
き
添
い
無
し
で
登
校
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
。ま
た
、福
祉
、

医
療
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
県
一
体
で
教
育
環
境
の
整
備

に
取
り
組
む
べ
き
。

県
で
は
、
人
工
呼
吸
器
の
管

理
の
た
め
、
診
療
報
酬
で
定

め
ら
れ
た
回
数
を
超
え
る
訪
問
看

護
費
用
を
全
額
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担
軽

減
を
目
的
と
し
た
一
時
入
院
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
受
け
入
れ
医
療
機
関
が
２
カ

所
増
え
、
県
内
20
医
療
機
関
で
こ

う
し
た
入
院
が
可
能
と
な
っ
た
。

医
療
的
ケ
ア
を
担
う
看
護
職

員
を
増
員
し
た
ほ
か
、
教
員

が
認
定
を
受
け
特
定
の
ケ
ア
を
行

っ
て
い
る
。
国
に
教
員
定
数
改
善

を
求
め
つ
つ
、
さ
ら
な
る
体
制
充

実
に
取
り
組
む
。
付
き
添
い
無
し

で
登
校
で
き
る
検
討
も
進
め
る
。

今
後
設
置
す
る
「
医
療
的
ケ
ア
児

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し
着
実

な
教
育
環
境
整
備
に
努
め
る
。

環境

教育

保健・医療
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
自
粛
要
請

県
立
特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に

つ
い
て

難
病
で
苦
し
む
患
者
へ
の
支
援

難
病
患
者
へ
の
支
援
の
強
化
に

つ
い
て

本
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

方
向
性
に
つ
い
て

公
立
中
学
校
の
運
動
部
活
動

改
革

県
の
対
応
に
つ
い
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
脚

光
を
浴
び
普
及
し
た
太
陽
光

発
電
だ
が
、
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
高
額
。
ま
た
、
埋
め
立
て
廃

棄
は
有
害
物
質
が
染
み
出
す
危
惧

が
あ
る
。
県
は
パ
ネ
ル
の
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。
ま
た
、
最
近
、
フ
ィ
ル

ム
型
の
太
陽
電
池
が
開
発
さ
れ
て

い
る
が
補
助
の
対
象
と
な
る
の
か
。

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
で

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
効
率
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
や
銀
回
収
の
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
県
で
は
、

パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
、産
廃
事
業
者
、

研
究
機
関
な
ど
と
協
議
会
を
設
置

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
体
制
整
備

を
進
め
て
い
る
。
フ
ィ
ル
ム
型
太

陽
電
池
も
要
件
を
満
た
せ
ば
補
助

対
象
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ Ｑ 太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
世
帯
の
７
世
帯
に

１
世
帯
は
父
子
家
庭
。
し
か

し
、
各
市
町
村
で
は
女
性
目
線
で

の
支
援
や
女
性
が
利
用
し
や
す
い

も
の
が
多
い
。
ひ
と
り
親
家
庭
は

母
子
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
父
子

家
庭
が
必
要
と
す
る
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
市
町
村
と
連
携
し
て
支
援

を
充
実
し
利
用
し
や
す
く
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
は
、

平
成
26
年
の
法
改
正
に
よ
り

父
子
家
庭
も
対
象
と
な
っ
た
。
近

く
公
表
さ
れ
る
国
の
ひ
と
り
親
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
父
子
家
庭
の
支
援
に
つ
な

げ
る
。
併
せ
て
市
町
村
と
連
携

し
、
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
が
気
軽

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

広
報
を
工
夫
し
て
い
く
。

埼
玉
県
手
話
言
語
条
例
に
は

「
手
話
に
よ
る
文
化
芸
術
活

動
の
振
興
」
と
い
う
他
で
は
見
な

い
先
進
的
な
条
文
が
あ
る
。
本
年

３
月
東
松
山
市
で
舞
台
手
話
通
訳

者
を
配
し
た
わ
が
国
初
の
音
楽
劇

が
行
わ
れ
、
大
変
好
評
を
得
た
。

障
害
者
が
見
に
行
く
こ
と
を
諦
め

な
い
よ
う
に
す
る
鑑
賞
機
会
の
拡

大
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

文
化
芸
術
を
見
ら
れ
る
環
境

整
備
は
重
要
。
し
か
し
、
一
般
的

に
文
化
芸
術
を
鑑
賞
す
る
際
の
障

害
者
へ
の
配
慮
は
十
分
と
は
言
え

な
い
。
文
化
芸
術
関
連
の
事
業
者

や
団
体
に
協
力
い
た
だ
き
、
鑑
賞

時
の
手
話
や
音
声
、
文
字
な
ど
に

よ
る
説
明
や
鑑
賞
し
や
す
い
環
境

整
備
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

福祉

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

障
害
の
あ
る
子
も
無
い
子
も

一
緒
に
楽
し
く
遊
べ
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
。
県
営
公
園
で

も
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
導
入
の

動
き
が
あ
り
う
れ
し
く
思
う
。
そ

こ
で
今
後
の
整
備
方
針
・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
う
。
ま
た
、
調
査
で

は
利
用
に
不
安
を
持
つ
方
も
い
る
。

利
用
者
、
専
門
家
な
ど
と
連
携
が

必
要
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

遊
具
の
更
新
は
計
画
的
に
実

施
し
て
お
り
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
導
入
は
、
先
行
導
入
す

る
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
、
熊
谷

ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
の
利
用
状
況

や
課
題
、
県
内
の
バ
ラ
ン
ス
や
ニ

ー
ズ
を
考
慮
し
検
討
す
る
。
ま

た
、
利
用
者
の
声
や
専
門
家
の
意

見
を
広
く
伺
い
、
利
用
が
進
む
方

策
を
講
じ
て
い
く
。

まちづくり

Ａ Ｑ

国
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
子
ど

も
の
頃
に
家
族
で
投
票
所
に

行
っ
た
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
よ

り
将
来
の
投
票
率
が
20
ポ
イ
ン
ト

以
上
高
い
。
来
年
度
の
県
議
会
議

員
選
挙
や
知
事
選
挙
な
ど
を
視
野

に
、
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
と

連
携
し
、
家
族
で
選
挙
に
訪
れ
る

こ
と
を
広
報
な
ど
に
よ
っ
て
推
奨

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

平
成
28
年
の
法
改
正
に
よ
り
、

同
伴
が
幼
児
か
ら
18
歳
未
満

の
者
に
拡
大
さ
れ
た
。
親
子
で
投

票
所
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
将
来
の

高
い
投
票
率
に
つ
な
が
り
、
主
権

者
教
育
の
面
で
良
い
結
果
を
も
た

ら
す
と
考
え
る
。
来
年
度
の
選
挙

を
見
据
え
、
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
と
も
連
携
し
、
啓
発
活
動
に

取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

選挙

Ａ Ｑ 選
挙
を
よ
り
身
近
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

家
族
で
選
挙
に
訪
れ
る
こ
と
を
推
奨
す
る
こ

と
に
つ
い
て

障
害
者
の
文
化
芸
術
鑑
賞
機

会
の
充
実
に
つ
い
て

シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
へ
の
支
援
の
充
実
を

必
要
と
す
る
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
く

す
る
こ
と
に
つ
い
て

公
園
の
魅
力
づ
く
り

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の

今
後
に
つ
い
て

6月定例会の一般質問は、
６月23日から行われました。
15人の議員が質疑・質問を行
い、活発な論議が行われました。

6月23日（木曜日）

井上　航
（県民）

日下部伸三
（自民）

水村篤弘
（民主フォーラム）

6月24日（金曜日）

蒲生徳明
（公明）

高橋稔裕
（自民）

秋山もえ
（共産党）

6月27日（月曜日）

岡村ゆり子
（県民）

逢澤圭一郎
（自民）

髙木功介
（自民）

一般質問
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令
和
３
年
10
月
の
条
例
施
行

で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
歩

く
人
は
減
少
し
て
き
た
。
さ
ら
に

減
少
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
取
り

組
み
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

歩
く
人
の
た
め
に
右
側
を
空
け
る

慣
習
を
な
く
す
た
め
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く

右
側
に
立
ち
止
ま
れ
る
状
況
を
作

る
取
り
組
み
な
ど
を
鉄
道
事
業
者

の
協
力
の
下
で
推
進
す
る
べ
き
。

身
体
が
不
自
由
な
方
へ
の
配

慮
や
輸
送
効
率
の
点
か
ら

も
、
左
右
両
側
に
立
ち
止
ま
る
よ

う
行
動
変
容
を
促
す
取
り
組
み
が

重
要
。
新
た
に
鉄
道
事
業
者
と
の

意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
利
用
者

に
左
右
両
側
に
立
ち
止
ま
っ
て
も

ら
う
た
め
の
視
覚
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

令
和
４
年
６
月
２
日
、
３
日

の
降
ひ
ょ
う
で
、
県
北
お
よ

び
東
部
地
域
を
中
心
に
22
市
町
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
農
業
は

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
被
災

農
家
で
は
収
入
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ

に
な
り
、
補
償
が
な
い
と
農
業
が

継
続
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
返

済
が
必
要
な
融
資
以
外
の
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
回
の
降
ひ
ょ
う
を
条
例
に

基
づ
く
特
別
災
害
に
指
定
し

た
。
こ
の
指
定
に
よ
り
、
生
育
回

復
に
必
要
な
肥
料
や
農
薬
な
ど
の

購
入
費
に
つ
い
て
、
県
と
市
町
で

補
助
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

被
害
を
受
け
た
農
業
者
に
寄
り
添

い
、
補
助
や
融
資
、
個
別
指
導
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
営
農
を

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

国
際
的
に
比
較
す
る
と
、
私

た
ち
が
過
疎
と
思
っ
て
い
た

場
所
が
人
間
的
に
快
適
に
暮
ら
せ

る
「
適
疎
」
で
あ
る
と
い
う
視
点

が
あ
る
。
こ
の
視
点
を
重
視
し
た

県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
本
県
の
「
適
疎
」
の
豊
か

な
環
境
の
中
で
働
き
、
暮
ら
す
と

い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
焦
点
を
当

て
て
は
ど
う
か
。
見
解
を
伺
う
。

移
住
イ
ベ
ン
ト
や
新
た
な
移

住
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築

を
行
い
、「
適
疎
」
の
考
え
方
を

前
面
に
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

い
く
。
ま
た
「
適
疎
」
の
魅
力
を

生
徒
に
伝
え
、
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
は
重
要
な
観
点
と
考
え
る
。

世
界
を
相
手
に
活
躍
す
る
県
民
の

講
演
な
ど
、
埼
玉
で
暮
ら
し
働
く

こ
と
を
意
識
し
た
教
育
を
行
う
。

活力アップ

農業

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

その他の主な質疑・質問

●�ふじみ野市の在宅診療の医師が射殺された事件について　銃の所持者に
対するチェック体制が機能していたのか
●知事肝煎りの『政策条例』を制定することについて
●�所沢市の保健所設置を後押しするために
●�県内の移動の自由を考える　高齢者などの移動手段の確保について
●�部活動の在り方　高校入試における部活動の評価について
●�いよいよ待ったなしの気候危機対策、ラストランナー回避を　温暖化対
策実行計画の見直しについて
●�発達障害児の支援について　中核発達支援センターにおける初診の待機
対策
●�さらなるひきこもり支援を行えるよう県として実態調査をしてはいかが
か
●�埼玉の都市防衛対策について
●�ウクライナ人道支援に対する決意について
●�知事任期残り1年を前に、公約の進捗状況は　現時点における評価は
●�県教育委員会の教職員配置の充実　県費負担教職員の配置について
●�災害から命を守る取り組みの推進　帰宅困難者対策について　一時滞在
施設や備蓄の確保状況
●�埼玉県の米作政策　世界から注目される米粉について
●�八ッ場ダム完成後の利根川流域の治水・利水対策について

※　ＤＭＯ
　�　観光地域づくり法人（ＤＭＯ）とは、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への
誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりのかじ取り役。多
様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するた
めの戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人。

用 語 解 説

本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。こちらからアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください!!

県議会マスコット「ポッポ」

富
士
山
噴
火
の
降
灰
に
よ
り
、

交
通
機
関
や
水
道
、
電
気
な

ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
が
想
定

さ
れ
る
。
埼
玉
県
地
域
防
災
計
画

に
お
け
る
対
策
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進

む
現
在
に
は
即
し
な
い
降
灰
対
策

で
、
震
災
と
の
連
動
に
つ
い
て
の

想
定
も
欠
け
て
い
る
。
噴
火
や
降

灰
の
被
害
想
定
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

県
で
は
「
噴
火
・
降
灰
対
策

に
関
す
る
行
動
指
針
」
を
策

定
し
、
行
政
機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
事
業
者
と
共
有
す
る
な
ど
火
山

災
害
に
備
え
て
い
る
。
今
後
の
国

の
動
向
も
踏
ま
え
、
関
係
部
局
と

具
体
的
な
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
噴
火
と
地
震
が
連
動

し
て
発
生
し
た
場
合
に
も
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

災害対策

Ａ Ｑ 火
山
災
害
に
対
す
る

取
り
組
み

魅
力
あ
る
埼
玉

「
適て

き

疎そ

」の
視
点
を
重
視
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
災
農
家

へ
迅
速
か
つ
有
効
な
支
援
を

被
災
農
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

Ａ Ｑ エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
安
全
利

用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

安心・安全

観
光
は
「
顧
客
に
刺
さ
る
」

特
徴
的
な
魅
力
を
創
り
出
す

こ
と
が
重
要
。
顧
客
目
線
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
（
※
）
の
観
光
戦
略
で
熱
狂
的

な
顧
客
を
獲
得
で
き
れ
ば
、
ブ
ラ

ン
ド
力
や
付
加
価
値
を
得
ら
れ

る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
大
阪
観
光
局
を
参
考
に
、

埼
玉
県
物
産
観
光
協
会
の
抜
本
的

な
組
織
改
革
を
働
き
掛
け
る
べ
き
。

顧
客
に
刺
さ
る
尖
っ
た
取
り

組
み
に
は
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア

や
機
動
的
な
対
応
に
加
え
、
関
係

者
を
巻
き
込
み
目
標
に
向
か
う
調

整
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
。

県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
参
加

す
る
「
県
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
会
議
」
を
設
け
、
県
物
産
観

光
協
会
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
自
立
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

今
後
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

顧
客
に
刺
さ
る
観
光
施
策
の

推
進

6月28日（火曜日）

八子朋弘
（県民）

関根信明
（自民）

木下博信
（自民）

6月29日（水曜日）

浅井　明
（自民）

藤井健志
（自民）

梅澤佳一
（自民）本会議の様子

一般質問の質疑質
問・答弁の全文は
こちらからご覧に
なれます。▶

ホームページで
ご覧になれます

意見書
意見書１０件を可決し、国に提出しました。
（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）
●降ひょうによる被害に対する支援を求める意見書
●�私立幼稚園教諭の処遇改善事業に係る負担割合の維持及び事業の継
続を求める意見書
●保育士の人材確保及び処遇改善等を求める意見書
●北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括帰国を求める意見書
●警察官の増員を求める意見書
●警察車両の充実強化を求める意見書
●物価高騰対策強化を求める意見書
○衆議院小選挙区選出議員の選挙区の改定案に関する意見書
○国民の祝日「海の日」の7月20日への固定化を求める意見書
○緊急事態に関する国会審議等を求める意見書

Ａ Ｑ

県議会を傍聴しませんか
●�県議会議事堂4階の傍聴者受付
で手続きをしていただければ傍
聴ができます。本会議の傍聴席
は216席、各委員会の傍聴席は
20席です。
●�定例会の会期予定は変更される
場合がありますので、傍聴の際
には、お手数ですが議会事務局
議事課にお問い合わせください。

　詳しくは、
　ホームページを
　ご覧ください。▶

お問い合わせ先　県議会事務局議事課　☎048-830-6238


